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○ スリップ、追突、バック、交差点

○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

冬道での追い越しは事故に直結 危険な追い越し 生命の危険
冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

路面状況の変化に注意 日中に雪解けが進み、夜間凍結

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

「構内」事故の防止 （バック事故多発・・・後方の安全確認）

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

車間距離を十分に 追突を未然に防止

○ 駐停車車両の陰から・・・出てくるかも知れません、注意しましょう
○ 右折する時は、歩行者をしっかり確認しましょう
○ 『左折巻き込み事故』に注意しましょう

抜き打ち監査 酒を飲んでいないか、運行指示書を所持しているか
バス事故２年を前に

２０１７８／１／１３（土） ０：５５
長野県で１５人が死亡したスキーバス事故から１５日で２年になるのを前に、国土交通省は１２日夜、都内で

バスの抜き打ち監査を行った。監査では、運転手が酒を飲んでいないかや、スケジュールやルートが記載された
運行指示書を所持しているかなどが確認され、問題のあるバスは見つからなかった。

飲酒死亡事故の車に消防士が同乗 停職処分、依願退職
２０１８／１／１２ １６：３２

神奈川県で昨年１２月、酒気帯び運転でパトカーに追跡されている最中に死亡事故を起こした乗用車に同乗して
いたとして、男性消防士（２１）を停職６カ月の懲戒処分にした。消防士は同日、依願退職した。消防本部による
と、消防士はいったん逃走し、その後、警察で事情聴取を受けた。消防本部の聞き取りに「パニックになった」
と話している。事故は昨年１２月１５日深夜に発生。被告の男性（２０）＝自動車運転処罰法違反などの罪で起訴＝が
パトカーの追跡を逃れるため、時速約１００キロで交差点に進入して女性の車に追突し、女性が翌日死亡した。

店舗駐車場 運転席を離れた車、車が数十ｍ走り…ひき逃げ容疑で逮捕
乗用車のギアをバックに入れてサイドブレーキを引かないまま車を降りた

２０１８／１／１２（金） １０：１７
運転席を離れた車が他人の車にぶつかり、人にけがを負わせたのにそのまま逃げたとして、警察は１１日、自

営業男性容疑者（４２）を自動車運転死傷処罰法違反（過失運転致傷）と道路交通法違反（救護義務違反など）の
疑いで逮捕し発表した。萩原容疑者は１０日午後１０時４５分ごろ、自宅近くの店舗駐車場で、乗用車のギアを
バックに入れてサイドブレーキを引かないまま車を降りた。車は運転手がいないまま２０～３０メートルほど走
り、男性（５２）の軽乗用車の助手席側に衝突。運転席側の外にいた男性を転倒させ、足と肩に打撲を負わせたの
に、容疑者はその場から車に乗って逃げた疑いがある。「事故を起こした認識はなく、けが人がいるとも思わな
かった」と容疑を否認しているという。

交差点 一時停止の標識 軽トラとバスが出合い頭に衝突
◇見落とすな 『一時停止の標識』 確実な『一時停止』と左右の安全確認◇

２０１８年１月１２日 １０：４５
１２日午前９時ごろ、栃木県の市道交差点で、男性（５９）の軽トラックと市営コミュニティーバスが出合い頭に

衝突した。バスの乗客６人を含め、双方にけが人はなかった。軽トラック側に一時停止の標識があった。

救護措置をとらずに逃走
追突事故 ひき逃げ容疑で５６歳会社員逮捕

◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇
２０１８／１／１３（土） ７：５５

警察は１１日、自動車運転処罰法違反（過失致傷）と道交法違反（ひき逃げ）の疑いで、会社員の男性容疑者
（５６）を逮捕した。調べに対し、容疑を認めている。逮捕容疑は同日午後１時４０分ごろ、群馬県で軽乗用車を
運転し、自宅近くの市道で公務員の男性（２９）の軽乗用車に追突。衝撃で男性の車は前方の会社員男性（２５）の
軽トラに追突したが、救護措置をとらずに逃走したとしている。男性２人はいずれも軽傷。


